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The Effect of a Museum in a Lifelong Learning System Part 1 : 












































































































































































ト及びワ クーシー ト ｜学習のしおり ｜きあるいは講座開催レット ｜レァト （学年別）
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第3表 館数 （%） 
児童生徒の入館料が無料 57 62.0 
児童生徒用パンフレット等の提供 28 30.4 
教師用解説書 ・見学の手引き等の提供 15 16.3 
（教師へ）下見 －下調べへの助言 52 56.5 
教材 （学習のしおりなど）づく りへの助言 18 19.6 
児童生徒へのオリエンテーション 28 30.4 
児童生徒への展示解説 72 78.3 
児童生徒へのグループ学習への解説 40 43.5 
館内での講座・体験学習等の実施 39 42.3 
教材 （副読本等）づくりへの助言 9 9.8 
学校内で行う事業や行事への助言 45 48.9 
資料の貸し出し 53 57.8 
情報の提供 44 47. 8 
「総合的な学習の時間」への協力 49 53.3 
その他 4 
3. 1年間に協力した学校数
第4表 館数 （%） 
0校
l校 ～ 9校 47 
10校 ～ 29校 17 
30校 ～ 49校 1 
50校～ 99校 5 
100校以上 4 






































1 .試行されている小 中学校での 「総合的な学習の時間」に対して協力していますか
33 
第5表 館数 （%） 
積極的に協力している 1 44 I 47. s 
消極的ではあるが協力している I 32134. s 
協力していない （要望がないを含む） I s I s. 7
無回答 I 9 I 9.s 
2.「総合的な学習の時間」に関しての学校側の要望内容 （複数回答）
第6表 館数 （%）













その他 6 6.5 
3. 1年間に博物館が「総合的な学習の時間jに対して協力した学校数
第7表 館数 （%）。 1 1. 1 
l校～2校 34 39.1 
3校～5校 17 19.5 
6校～10校 1 1. 1 
11校以上 2 2.3 


















































1 学芸員資格あるいは教職の経験が ある I 7 , 







小学校 282校、中学校 180校 計 462校
回答数：小学校 llO校、中学校 7C校 計 18（校
回答 率 ：小学校39.0%、中学校38.9%、全体39.0%
I 博物館の利用について （比率の基数は小学校が110校、中学校が70校）
利用状況について 校数（%） ＊ A B 
第1表 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校
1 ）よく利用している 11( 9.2) 2( 2. 9) 10( 9.1) 2( 2. 9) 1 ( 9. 1) 0( 0 ) 
2）ときどき利用している 54 (49. 1) 16(22.9) 45(40. 9) 15 (21. 4) 9( 8.2) 1( 1. 4) 
3）あまり利用していない 35(31.8) 29(41.4) 22(20 ) 25(35. 7) 13 (11. 8) 4( 5. 7) 
4）まったく利用していない 5( 4. 5) 18(25. 7) 4( 3.6) 12(10. 9) 1 ( 9.1) 6( 8. 6) 
5）今後は利用したい 1 ( 0.9) 5 ( 7.1) 1 ( 0.9) 2( 2. 9) 0( 0 ) 3( 4.3) 




第12表 校数 （%） 小学校 中学校
1）郷土館など歴史系の博物館 92(83.6) 49(70 ) 
2）美術館 14 (12. 7) 18(25. 7)
3）青少年科学館など理工系博物館 66(60 ) 24(34.2) 
4）自然史系博物館 29(26.4) 26(37.1) 
5）動物園 27(24.5) 
6）植物園 9 ( 8.2) 7(10 ) 
35 
3.利用している（今後利用したい） 博物館の所在場所
1）地域内 小学校55校 （50%） 中学校26校 （37.1%) 












小学校23校 （20.9%) 中学校7校 (lo %) 
小学校14校 (12.7%) 中学校29校 （41.4%)
4.博物館を利用する （今後利用する）目的は （複数回答）
第13表 校数 （%） 小学校 中学校
1）教科単元に沿った学習 75(72. 8) 27(36. 5) 
2）施設見学 41 (39. 8) 7( 9. 5) 
3）修学旅行 31 (30. 1) 9(12.2) 
4）総合的な学習の時間 54(52.4) 31 (41. 9) 
5）その他 4( 3.9) 4( 5.4) 
5.利用に先だつての下調べや博物館職員 （学芸員） との打ち合わせの実施状況
校数（%） 小学校 中学校
1）必ず行っている 15(14.6) 8(10.8) 
2）必要に応じて行っている 69(67.0) 33(44.6) 
3）まったく行っていない 5( 4. 9) 5( 6. 6)
6.博物館の利用にあたって児童生徒に行わせる予習や復習の状況
第14表 校数 （%） 小学校 中学校
1 ）必ず行わせている 23(23.3) 8(10.8) 
2）必要に応じて行わせている 68(66.0) 36(48.6) 
3）まったく行わせていない 1 ( 1.0) 3( 4.1) 
7.博物館の利用にあたっての学習目的の達成状況
第15表 校数 （%） 小学校 中学校
1）いつも充分に果たされている 1( 1.0) 3 ( 4. 1)
2）おおむね果たされている 85 (82. 5) 31 (41. 9) 
3）時に果たされないときがある 9( 8. 7) 10(13. 5) 
4）いつも果たされていない 0( 0 ) 2( 2. 7) 
8.学習目的が果たされない理由
第16表 校数 （%） 小学校 中学校
1）博物館の対応不足 10( 9. 7) 2( 2. 7) 
2）教師の準備不足 40(38.8) 18(24.3) 
3）生徒の意欲や理解の不足 24(23.3) 20(27.0) 



















15 (14. 6) I 14 (18. 9) 
10.博物館に提供を希望する資料 （複数回答可）
第18表 校数（%） 小学校 中学校
1 ）児童生徒用のリーフレット 45(43. 7) 32(43.2) 
2）児童生徒用のワークシート 27(26.2) 25(33.8) 
3）児童生徒用の展示解説書 47(45. 6) 21(28.4) 
4）児童生徒用の学習のしおり 39(37.9) 15(20.3) 
5）教師用の指導の手引き 57(55.3) 19(25. 7)
6）一般用の展示解説書 6( 5. 8) 8(10. 8)
7）その他
JI 特に「総合的な学習の時間」での博物館の利用ついて
1 .「総合的な学習の時間」 における博物館 ・美術館の利用状況
＊ 
第19表 校数（%） 小学校 中学校 小学校
1 ）よく利用している 6( 5. 8) 7 ( 9. 5) 5( 6. 1) 
2）と きどき利用している 56(54.4) 22(29. 7) 44(53. 7) 
3）あまり利用していない 30(29.1) 16 (21. 6) 24(29.3) 


















5( 8. 9) 1 ( 4. 8) 2 (11. 1) 
17(30.4) 12(57.1) 5 (27. 7)
14 (25. 0) 6(28.6) 2(11. 1) 


























園、海浜センタ一、 ネイチャ セーンタ一、 ウトナイ ・サンクチュアリ一、環境庁ビジター




－中学校1学年 市役所－役場、各種職場 （職場訪問）、障害者福祉施設、文化 －スポーツ施
設、福祉施設、保健施設、薬局、銭湯、エコミュージアムセンタ一、第3セクター企業、






第20表 校数 （%） ｜小学校 ｜中学校
1）必ず行っている I 41 (39. s) I 23 (31. 1) 
2）必要に応じて行っている I 50(48.5) I 28(37.8) 
3）まったく行っていない I 5( 4.9) I 4( 5.4) 
























施設調べ、 人と自然 ・人と文化 ・人と人


















































































・博物館に対し、 学習資料として児童生徒用 「リー フレット」 に加えて 「展示解説書」及び
教師用の 「指導の手引き」等の配布 ・提供を希望している
2.今後の課題
1）博物館側の課題
－学校側 （教師）に博物館の機能や博物館がもっ学習資源の内容を理解してもらうために、
講座や研修会等対話の機会を多くもつこと
－小中学校の教育課程を知り、 その上で、各教科の単元に沿って児童生徒が博物館で何が学習
できるかを整理し、 学校側に具体的に知らせること
－学校側と共働して，受け入れるためのメニューやプログラムなど教育計画を策定すること
・児童生徒に対する博物館授業の実施にあたっては、学校 （教師）側と緊密に連携した上
で、学校側が希望するならば、博物館（学芸員やその他職員）側が博物館授業の主導者と
しての役割を積極的に果たすこと
－博物館施設に対して学校や児童生徒がよ り関心を深め、またその関心を長くつなぎ止める
ために、学校や児童生徒が博物館を利用するだけでな く、 博物館づくりや博物館の運営に
参画できるシステムをつくること、例えば 「総合的な学習の時間」の成果を博物館の展示
40 三野・生涯学習中士会において博物館が行う学習支援について
活動や普及活動などに活用すること
－多種多様な学校の要望に応えるために、他館の学芸員や域内の民間研究者などにサポート
してもらうこと
－そのためには、博物館が主体となって学校教育支援のための人材パンクや近隣博物館によ
る支援ネットワークをつくること、特に異種博物館との協力やネットワークづく りに努め
ること
－学校教育への支援ネットワ クーを構築する際は、例えば北海道博物館協会の地区連絡協議
会が主導的な役割を果たす必要があるのではないか
2）学校側の課題
・教師自身が博物館に対して関心をもって、博物館を楽しむゆと りをもつこと、さらには博
物館がもっ機能と学習資源を熟知すること
－博物館において児童生徒に何を、 何のために、どうのように学習させたいのかなどを整理
して、そのことを博物館側に明確に伝えること
－博物館での教育計画を博物館側と共働して策定すること
－「総合的な学習の時間」にかぎらず、博物館での学習にあたって、博物館授業を博物館
（学芸員） 側に主導的に果たしてもらいたいと考えるならば、 そのことを明確に、そして
強く博物館側に伝えること
－「総合的な学習の時間」における学習の成果を、博物館の展示施設などを活用して、地域
の人々に発表すること
－博物館側をサポートする意味で、博物館が行っている学校教育への支援状況を教育関係者
（教育委員会等）や児童生徒の保護者へ何らかの方法で知らせ、博物館を孤立させないこと
注
1 ）平成13年度北海道博物館大会基調講演（広瀬隆人、宇都宮大学助教授）より
2）神奈川県立生命の星 ・地球博物館、群馬県立自然史博物館など
3）学芸員や解説員は来館者に展示解説などをとおして知識や情報を提供するだけでなく、
来館者からも知識や生活体験など様々な情報を得ることができる
4）北海道開拓記念館、旭川市博物館、斜里町立知床博物館、美幌町博物館、知内町郷土
館、北海道立埋蔵文化財センターなどが、また、博物館と図書館との複合施設と しては
鶴居村ふるさと情報館、 らぼろ21浦幌町立博物館、厚沢部町郷土資料館などがある
5）集計結果の全体は未公表
6）北海道開拓記念館、北海道開拓の村、斜里町立知床博物館、 美幌町博物館、上湧別町ふ
るさと館JRY、知内町郷土舘など
＊今後の課題をまとめるにあたっては、 フォーラム「総合学習の時間がはじまるJ一学校と
博物館との対話と連携一 『社会教育』2002年5月号を一部参考にした
